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［
特
別
寄
稿
］

　
　
　

日
本
漢
詩
の
特
質

　
　
　
　
　
　

─
中
国
詩
歌
の
受
容
と
日
本
的
抒
情
性
に
つ
い
て
─

牧
角　

悦
子

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
二
松
学
舎
大
学
日
本
漢
文
教
育
研
究
推
進
事
業
の
一
環
で
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
ノ
イ
社
会
科
学
人
文
大
学
に
派
遣
さ
れ
た
際
の
講
演
原

稿
に
手
を
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
は
日
本
同
様
漢
字
文
化
の
受
容
に
よ
り
支
配
階
層
の
文
化
教
養
を
形
成
し
た
国
で
あ
る
が
、
近
代
以

降
自
国
の
表
記
は
、「
国
語
（
ク
オ
ッ
ク
グ
ー
）」
と
い
う
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
独
自
に
変
形
し
た
表
音
文
字
に
統
一
さ
れ
て
お
り
、
一
切
の
漢
字

を
廃
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
漢
字
漢
文
に
よ
る
自
国
の
古
典
や
、
そ
の
背
景
で
あ
る
中
国
古
典
に
対
す
る
理
解
が
大
変
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

漢
字
文
化
研
究
を
継
承
す
る
機
関
と
し
て
は
、
国
立
大
学
の
中
国
学
科
、
あ
る
い
は
漢
喃
研
究
所
な
ど
が
あ
る
が
、
今
回
の
講
演
を
お
こ
な
っ
た

ハ
ノ
イ
社
会
人
文
科
学
大
学
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

　

近
代
以
前
の
国
家
経
営
に
お
い
て
中
国
文
化
が
果
た
し
た
役
割
の
大
き
さ
は
、
日
本
も
ベ
ト
ナ
ム
も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
、
近
代
以
降
の
日
本

が
漢
学
の
基
礎
の
上
に
近
代
国
家
を
作
り
上
げ
、
漢
字
文
化
そ
の
も
の
も
、
国
語
の
一
部
と
し
て
重
視
し
た
の
に
対
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
は
、
植
民

地
支
配
か
ら
脱
却
す
る
一
つ
の
手
段
と
し
て
、「
国
語
」
な
る
自
国
の
音
表
語
を
作
り
出
し
独
自
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
打
ち
立
て
た
。
そ
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こ
に
古
典
に
対
す
る
一
つ
の
断
絶
を
作
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
上
述
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
母
国
語
表
記
に
関
す
る
方
向
性
の

相
違
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
文
化
の
背
後
に
漢
字
漢
文
文
化
と
い
う
も
の
が
、
骨
格
の
よ
う
に
存
在
し
て
い
る
の
は
、
日
本
も
ベ
ト
ナ
ム
も
同
様

で
あ
る
。

　

特
に
若
手
の
研
究
者
向
け
に
招
聘
さ
れ
た
こ
の
講
演
で
は
、「
日
本
漢
詩
に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
要
請
さ
れ
た
。
如
上
の
状
況
に
鑑
み

て
、
初
歩
的
な
知
識
の
提
供
を
基
本
と
し
、
お
も
に
日
本
漢
詩
の
定
義
付
け
と
概
論
か
ら
始
め
て
、
そ
の
上
で
日
本
に
お
け
る
漢
字
文
化
の
受
容

の
一
つ
の
特
質
を
、
漢
詩
と
い
う
表
現
形
態
を
と
お
し
て
考
え
て
み
た
。
日
本
に
お
け
る
漢
文
文
化
の
受
容
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、

漢
字
文
化
圏
の
各
国
に
お
け
る
中
国
文
化
受
容
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
繋
が
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

以
下
、
ま
ず
日
本
漢
詩
と
は
何
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
日
本
に
お
け
る
中
国
文
化
の
受
容
の
過
程
と
特
性
か
ら
説
明
し
、
次
に
日
本
漢
詩
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
考
え
た
。
後
半
で
は
、
日
本
漢
詩
の
全
体
像
と
個
別
の
作
品
を
紹
介
し
た
。
日
本
漢
詩
の
歴
史
を
四
つ
に
時
期
に
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
様
相
と
代
表
的
な
詩
人
を
挙
げ
た
。
こ
の
概
説
は
、
猪
口
篤
志
『
日
本
漢
詩（
１
）』、
富
士
川
英
郎
『
江
戸
後
期
の
詩
人
た

ち（
２
）』
ほ
か
、
先
人
の
解
説
に
拠
っ
た
部
分
が
多
い
。
作
品
の
紹
介
は
、
特
に
特
徴
的
な
十
一
名
を
取
り
上
げ
た
。
代
表
的
と
い
う
よ
り
、
特
徴
的

な
詩
人
と
詩
と
を
取
り
上
げ
る
中
で
、
最
後
に
日
本
漢
詩
の
特
性
に
つ
い
て
、
ま
と
め
て
み
た
。（
以
下
講
演
原
稿
に
基
づ
く
た
め
文
体
を
変
更
）

一
　
日
本
漢
詩
と
は

　

ま
ず
、
日
本
漢
詩
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
お
話
し
い
た
し
ま
す
。
日
本
漢
詩
と
は
、
日
本
人
の
作
っ
た
漢
文
体
の
詩
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

で
は
、
漢
文
と
は
何
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
、
日
本
人
が
中
国
の
文
体
を
模
倣
、
習
得
し
て
用
い
た
表
現
形
態
で
す
。（
ち
な
み
に
「
漢
文
」
と

い
う
の
は
日
本
語
で
あ
っ
て
、
中
国
文
学
の
世
界
で
「
漢
文
」
と
い
う
と
、
そ
れ
は
漢
代
の
文
、『
漢
書
』
や
『
史
記
』
な
ど
の
文
章
を
表
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。）
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漢
文
は
、
中
国
文
化
を
受
容
し
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
日
本
文
化
の
骨
格
を
な
す
も
の
で
も
あ
り
ま
し
た
。
日
本
人
は
文
献
の
表
記
に
は
漢

字
を
使
用
し
、
中
国
語
の
文
語
文
法
で
文
や
詩
を
書
く
こ
と
が
教
養
人
と
し
て
の
資
格
で
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
中
国
語
の
文
体
を
日
本
語
と
し
て

読
む
た
め
の
、
訓
読
と
い
う
方
法
が
考
え
出
さ
れ
た
の
も
、
日
本
語
と
中
国
語
の
同
時
並
行
的
融
合
と
も
い
う
べ
き
日
本
人
の
特
異
な
知
恵
と
い

え
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
ま
で
、
日
本
人
は
中
国
の
文
化
を
貪
欲
に
吸
収
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
中
国
の
文
化
が
、
先
進
文
化
と
し
て
日

本
人
の
教
養
の
基
礎
で
あ
り
中
心
で
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

日
本
人
に
と
っ
て
中
国
の
文
化
は
、
分
か
り
易
く
言
う
と
思
想
と
教
養
と
い
う
二
つ
の
面
で
受
容
さ
れ
ま
し
た
。
思
想
と
い
う
の
は
、
儒
教
に

お
け
る
経
世
済
民
と
い
う
政
治
・
統
治
思
想
で
す
。
統
治
者
た
る
者
の
在
り
様
や
支
配
の
原
理
を
中
国
の
古
典
籍
か
ら
学
ん
だ
の
で
す
。
教
養
と

い
う
の
は
、
知
識
人
と
し
て
の
文
化
的
活
動
で
す
。
そ
れ
は
漢
文
で
文
を
書
い
た
り
、
詩
を
書
い
た
り
す
る
技
術
と
、
文
化
芸
術
へ
深
い
理
解
を

示
す
態
度
と
し
て
習
得
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
日
本
人
は
、
外
来
の
も
の
で
あ
る
中
国
文
化
を
、
日
本
的
に
ア
レ
ン
ジ
し
、
自
国
の
も
の
と
し
て
吸
収
・
咀
嚼
し
て
き
た
の
で

す
。
で
す
の
で
、
漢
文
や
漢
詩
と
い
う
の
は
中
国
の
文
化
を
そ
の
母
体
と
し
な
が
ら
も
、
完
全
に
日
本
の
文
化
と
し
て
日
本
人
の
血
肉
と
な
っ
た

も
の
だ
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

日
本
人
が
中
国
の
文
化
を
自
国
の
も
の
と
し
て
習
得
し
た
学
問
を
漢
学
と
呼
ぶ
と
す
れ
ば
（
３
）、
そ
の
漢
学
は
ま
ず
政
治
学
と
し
て
統
治
思
想
を
支

え
ま
し
た
。
特
に
江
戸
期
に
盛
ん
に
な
っ
た
朱
子
学
で
は
個
人
の
精
神
修
養
論
と
し
て
士
人
の
精
神
的
基
盤
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う

な
統
治
思
想
・
精
神
修
養
論
と
は
別
次
元
の
、
知
識
人
の
教
養
と
し
て
、
漢
文
で
文
章
を
書
き
、
漢
文
体
で
詩
を
書
く
こ
と
が
文
化
教
養
と
し
て

求
め
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
漢
詩
は
、
こ
の
知
識
人
の
教
養
と
し
て
習
得
さ
れ
た
も
の
で
し
た
が
、
一
方
で
教
養
の
域
を
超
え
、
個
人
の
抒
情
性
を

発
露
す
る
文
学
の
一
形
態
と
し
て
、
歌
や
俳
諧
と
並
ん
で
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
本
漢
詩
と
は
日
本
人
が
中
国
文
化
を
受
容
し
咀
嚼
す
る
中
で
生
ま
れ
た
日
本
人
の
詩
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
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そ
れ
は
日
本
人
の
感
覚
を
中
国
文
化
の
形
態
に
乗
せ
た
も
の
で
も
あ
り
ま
し
た
。
で
す
の
で
、
日
本
漢
詩
は
中
国
的
な
要
素
と
日
本
的
な
要
素
を

同
時
に
含
む
も
の
な
の
で
す
。

　

因
み
に
、
現
在
の
日
本
の
国
語
の
教
育
で
は
、
中
等
学
校
（
中
学
・
高
校
）
の
「
国
語
」
の
教
科
に
「
古
典
」
と
い
う
分
野
が
あ
り
、
こ
の

「
古
典
」
で
は
『
竹
取
物
語
』
や
『
枕
草
子
』
な
ど
の
日
本
の
古
典
と
並
行
し
て
、
唐
詩
や
『
論
語
』
や
『
史
記
』
を
「
漢
文
」
と
し
て
学
び
ま

す
。
こ
れ
は
、
中
国
の
古
典
が
、「
漢
文
」
す
な
わ
ち
日
本
の
古
典
と
し
て
日
本
人
の
、
あ
る
い
は
日
本
語
の
教
養
の
基
礎
で
あ
る
こ
と
を
意
味

し
て
い
ま
す
。

二
　
日
本
漢
詩
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　

で
は
、
こ
の
よ
う
な
日
本
漢
詩
を
対
象
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
と
な
る
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
の
日
本
で
は
、
日
本
漢
詩
を
対
象
と
す
る
研
究
は
、
あ
ま
り
盛
ん
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
現
在
の
学
問
の
体
系
が
、
日
本
文
学
・

中
国
文
学
、
あ
る
い
は
中
国
哲
学
・
日
本
思
想
史
な
ど
と
い
っ
た
よ
う
に
細
分
化
さ
れ
て
お
り
、
日
本
漢
詩
の
よ
う
な
文
化
横
断
的
な
分
野
は
、

こ
の
よ
う
な
学
問
体
系
の
中
に
納
ま
り
に
く
い
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
研
究
が
全
く
無
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
国
文
学
（
日
本
文
学
）
の
立
場
か
ら
、
日
本
の
漢
詩
を
文
学
と
し
て
、
思
想
表
明

と
し
て
、
あ
る
い
は
日
本
語
教
育
の
材
料
と
し
て
対
象
と
す
る
研
究
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
主
に
「
和
漢
比
較
文
学
会
」
を
は
じ
め
と
し

て
、「
日
本
思
想
史
学
会
」
や
「
全
国
漢
文
教
育
学
会
」
な
ど
で
成
果
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
中
国
学
・
中
国
文
学
の
研
究
者
は
、
従
来
、
日
本
漢
詩
の
分
野
に
は
あ
ま
り
注
意
を
払
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
、
漢
詩
は
中

国
が
本
場
な
の
だ
か
ら
、
日
本
人
の
作
っ
た
漢
詩
な
ど
は
亜
流
だ
と
い
う
固
定
観
念
が
強
か
っ
た
か
ら
で
す
。
実
際
、
私
自
身
も
、
中
国
の
古
典

を
専
門
と
し
て
い
る
と
、
日
本
の
漢
詩
へ
の
興
味
は
ほ
と
ん
ど
湧
か
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。
中
国
学
の
立
場
か
ら
見
れ
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ば
、
日
本
人
の
漢
詩
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
一
部
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
中
国
文
学
の
大
河
の
中
で
は
支
流
か
亜
流
で
し
か
な
い
、
と
考
え

ら
れ
る
の
も
仕
方
が
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
一
つ
視
点
を
変
え
て
、
日
本
漢
詩
を
中
国
文
化
の
受
容
形
態
の
一
つ
の
在
り
様
と
し
て
見
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
違
っ
た
視
野
が
開

か
れ
ま
す
。

　

日
本
漢
詩
は
中
国
の
文
化
の
受
容
で
あ
り
な
が
ら
、
日
本
特
有
の
文
化
で
す
。
そ
れ
は
異
質
の
文
化
が
漢
字
を
媒
体
と
し
て
融
合
し
た
特
殊
な

形
で
す
。
そ
こ
に
は
日
本
的
要
素
と
中
国
的
要
素
が
同
時
に
混
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
純
粋
な
日
本
の
文
化
と
も
、
同
じ
く
純
粋
に
中
国
的
な

文
化
と
も
違
っ
た
特
異
な
様
相
が
現
れ
ま
す
。
そ
の
特
異
性
を
追
求
す
る
こ
と
で
、
反
対
に
日
本
的
で
あ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
中
国
的
で
あ
る
こ

と
の
意
味
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
あ
る
意
味
で
比
較
文
化
・
比
較
文
学
の
最
も
典
型
的
な
対
象
と
な
り
う
る
恰
好
の
素
材
だ
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
中
国
学
だ
け
、
あ
る
い
は
日
本
文
学
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
フ
レ
ー
ム
を
超
え
た
新
た
な
視
点
を
注
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
化
交

渉
的
な
新
た
な
視
野
が
広
が
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
こ
の
比
較
に
は
大
変
な
労
力
が
必
要
で
す
。
中
国
古
典
詩
と
日
本
文
化
と
、
そ
の
双
方
に
深
い
理
解
を
持
ち
う
る
研
究
者
な
ど
、
そ
う

多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
文
化
と
文
学
の
普
遍
性
を
探
り
う
る
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
確
か
な
の
で
す
。

　

お
そ
ら
く
、
こ
の
場
に
お
集
ま
り
の
皆
さ
ん
は
、
中
国
文
化
の
自
国
へ
の
受
容
に
つ
い
て
研
究
を
な
さ
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
、
こ
こ
に

述
べ
た
も
の
と
共
通
の
問
題
意
識
を
お
持
ち
だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
日
本
漢
詩
の
紹
介
が
、
比
較
文
化
研
究
の
一
つ
の
材
料
を
提
供
で
き
れ
ば

幸
い
で
す
。三

　
日
本
漢
詩
概
論

　

こ
こ
で
は
、
日
本
漢
詩
の
歴
史
的
変
遷
を
概
観
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
漢
詩
の
流
れ
は
大
き
く
四
つ
の
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
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す
。

　

ま
ず
第
一
期
、
そ
れ
は
奈
良
・
平
安
（
七
一
〇
─
一
一
九
二
）
期
で
す
。
中
国
か
ら
漢
籍
が
伝
来
し
、
漢
文
体
の
使
用
が
始
ま
り
ま
す
。
聖
徳
太

子
の
「
十
七
条
憲
法
」、
そ
し
て
『
古
事
記
』（
七
一
二
）『
日
本
書
紀
』『
風
土
記
』
な
ど
は
、
漢
字
表
記
の
早
い
例
で
す
。「
十
七
条
憲
法
」
は

『
文
選
』
に
学
ん
だ
典
雅
な
漢
文
で
書
か
れ
て
お
り
、
ま
た
『
古
事
記
』
は
漢
字
を
表
意
・
表
音
と
し
て
用
い
た
独
特
の
表
記
を
用
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
漢
字
・
漢
文
に
よ
る
文
芸
と
し
て
、『
万
葉
集
』（
七
五
九
）
の
ほ
か
、『
懐
風
藻
』（
七
五
一
）、
勅
撰
集
『
凌
雲
集
』（
八
一
四
）『
文

華
秀
麗
集
』（
八
一
八
）『
経
国
集
』（
八
二
七
）
が
あ
り
ま
す
。『
懐
風
藻
』
以
下
は
す
べ
て
漢
詩
を
集
め
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
時
期
の
重
要
な
詩
人
と
し
て
は
、
空
海
（
七
一
四
─
八
三
五
）・
菅
原
道
真
（
八
四
五
─
九
〇
三
）
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に

日
本
人
が
吸
収
し
た
漢
籍
は
、『
文
選
』・『
史
記
』・『
漢
書
』
な
ど
が
中
心
で
し
た
。『
文
選
』
と
い
え
ば
六
朝
末
に
編
纂
さ
れ
た
詩
文
の
権
威
的

選
集
で
す
。
詩
が
洗
練
度
を
深
め
文
学
意
識
が
熟
成
を
見
た
中
国
中
世
文
学
の
終
着
点
と
も
い
う
べ
き
『
文
選
』
を
、
日
本
人
は
そ
の
王
朝
文
化

の
揺
籃
期
に
吸
収
し
た
の
で
す
。

　

続
く
第
二
期
は
、
鎌
倉
・
室
町
（
一
一
九
二
─
一
六
〇
〇
）
期
で
す
。
鎌
倉
時
代
は
漢
詩
文
の
作
成
は
五
山
の
禅
僧
が
中
心
的
存
在
と
な
り
、
宋
・

元
と
の
交
流
を
背
景
に
学
問
的
深
ま
り
を
見
せ
ま
す
。
代
表
的
な
詩
人
・
文
人
と
し
て
は
、
虎
関
師
錬
・
雪
村
友
梅
・
中
巌
円
月
・
義
堂
周
信
・

絶
海
中
津
な
ど
が
い
ま
す
。

　

室
町
時
代
に
は
俳
句
で
有
名
な
一
休
宗
純
、
戦
国
時
代
に
は
武
将
と
し
て
知
ら
れ
る
細
川
頼
之
（
一
五
三
〇
─
七
八
）・
上
杉
謙
信
（
一
五
二
一
─

七
三
）・
伊
達
政
宗
（
一
五
六
七
─
一
六
三
六
）
な
ど
が
い
ま
す
。

　

こ
の
時
期
に
影
響
力
の
強
か
っ
た
漢
籍
と
し
て
は
、『
三
体
詩
』・『
古
文
真
宝
』
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

第
三
期
は
江
戸
（
一
六
〇
〇
─
一
八
六
八
）
時
代
で
す
。
江
戸
時
代
は
漢
詩
・
漢
学
の
隆
盛
期
で
す
。
前
期
に
は
、
藤
原
惺
窩
の
門
下
か
ら
林
羅
山
・

那
波
活
所
・
堀
杏
庵
・
松
永
尺
五
・
石
川
丈
山
が
輩
出
し
、
松
永
尺
五
の
門
下
か
ら
は
木
下
順
庵
、
さ
ら
に
順
庵
の
弟
子
と
し
て
新
井
白
石
・
雨

森
芳
洲
・
室
鳩
巣
・
祇
園
南
海
が
出
ま
す
。
ま
た
、
荻
生
徂
徠
の
一
門
と
し
て
は
、
服
部
南
郭
・
太
宰
春
台
・
山
県
周
南
が
輩
出
し
ま
す
。
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江
戸
後
期
の
詩
人
と
し
て
は
、『
日
本
詩
史
』『
日
本
詩
選
』
の
撰
者
で
あ
る
江
村
北
海
、
そ
の
江
村
と
合
わ
せ
て
三
海
と
呼
ば
れ
る
片
山
北

海
・
入
江
北
海
、
寛
政
の
三
博
士
と
呼
ば
れ
た
柴
野
栗
山
・
尾
藤
二
洲
・
古
賀
精
里
、
ま
た
亀
井
南
冥
・
頼
春
水
・
頼
山
陽
・
管
茶
山
・
市
河
寛

斎
、
そ
し
て
広
瀬
淡
窓
・
広
瀬
旭
荘
・
梁
川
星
巖
・
大
田
錦
城
が
重
要
で
す
。
こ
の
江
戸
後
期
と
い
う
時
期
は
、
日
本
漢
詩
が
最
も
成
熟
し
、
多

く
の
詩
人
を
生
ん
だ
時
期
で
す
（
４
）。

　

第
四
期
は
明
治
維
新
後
（
一
八
六
八
─
）
で
す
。
急
速
な
西
洋
化
と
は
裏
腹
に
、
漢
詩
は
こ
の
時
期
円
熟
の
極
致
に
達
し
ま
す
。
代
表
的
な
詩

人
と
し
て
、
菊
池
三
渓
・
成
島
柳
北
・
森
槐
南
・
依
田
学
海
・
川
田
甕
江
・
三
島
中
洲
・
土
屋
鳳
洲
が
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
夏
目
漱
石
・
正
岡

子
規
・
森
鷗
外
は
近
代
文
学
を
代
表
す
る
作
家
た
ち
で
す
が
、
極
め
て
格
調
高
い
漢
詩
を
多
く
残
し
て
い
ま
す
。

四
　
作
品
紹
介

　

次
に
、
特
徴
的
な
詩
人
の
詩
を
具
体
的
に
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
漢
詩
の
特
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
十
一

人
の
詩
人
の
漢
詩
を
取
り
上
げ
ま
す
。

㈠
　
大
津
皇
子
（
六
六
三
─
六
八
六
）

　

ま
ず
、
最
も
古
い
漢
詩
人
の
一
人
に
、
大
津
皇
子
が
い
ま
す
。
天
武
天
皇
の
第
二
皇
子
で
あ
り
、「
詩
賦
の
興
り
は
大
津
よ
り
始
ま
れ
り
（
５
）」

と

称
さ
れ
る
文
才
な
が
ら
、
皇
位
継
承
を
め
ぐ
る
陰
謀
の
中
で
謀
反
の
罪
を
着
せ
ら
れ
死
を
賜
り
ま
し
た
。
没
年
二
四
歳
。
こ
こ
に
挙
げ
た
の
は
、

謀
反
の
罪
を
着
せ
ら
れ
死
を
賜
っ
た
皇
子
の
辞
世
の
歌
と
し
て
伝
わ
る
も
の
で
す
。
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臨
終　
　
　
　
　

臨
終

金
烏
臨
西
舍　
　

金
烏　

西
舎
に
臨
み

皷
聲
催
短
命　
　

鼓
声　

短
命
を
催
す

泉
路
無
賓
主　
　

泉
路　

賓
主
無
く

此
夕
誰
家
向　
　

此
の
夕
べ　

誰
が
家
に
か
向
か
わ
ん
（
６
） 

太
陽
が
西
に
沈
も
う
と
す
る
こ
ろ
、
時
を
告
げ
る
太
鼓
の
音
が
私
の
命
の
終
わ
り
を
促
す
よ
う
だ
。
黄
泉
の
国
へ
の
道
に
は
客
も
主
人
も
な

い
。
い
ま
私
は
こ
の
夕
暮
れ
に
ど
こ
へ
と
向
か
う
の
だ
ろ
う

こ
の
歌
を
め
ぐ
っ
て
は
、
中
国
六
朝
末
期
の
亡
国
の
君
主
陳
後
主
（
陳
叔
宝
）
に
き
わ
め
て
類
似
す
る
歌
が
残
っ
て
お
り
（
７
）、
そ
の
影
響
関
係
に
つ

い
て
様
々
に
興
味
深
い
考
察
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
（
８
）。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
時
代
の
多
く
の
詩
人
が
漢
詩
と
同
時
に
歌
も
残
し

て
お
り
、
そ
の
多
く
が
『
万
葉
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
点
で
す
。『
万
葉
集
』
に
収
め
ら
れ
る
皇
子
の
辞
世
の
う
た
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

　
「
大
津
皇
子
の
被み
ま
か死

ら
し
め
ら
ゆ
る
時
、
磐
余
の
池
の
陂
に
涕
を
流
し
て
御
作
り
た
ま
い
し
歌
」

も
も
づ
た
ふ
磐
余
の
池
に
鳴
く
鴨
を
今
日
の
み
見
て
や
雲
隠
り
な
む
（『
万
葉
集
』
巻
三
挽
歌（
９
））

　

同
じ
場
面
で
の
辞
世
の
う
た
が
、
漢
詩
と
和
歌
と
い
う
全
く
違
う
形
式
を
と
っ
て
、
し
か
し
同
じ
よ
う
に
歌
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
あ
る
特
別

な
状
況
下
で
、
切
実
な
感
情
を
表
現
す
る
の
に
、
日
本
人
は
歌
と
漢
詩
と
い
う
二
つ
の
形
態
を
、
同
時
に
選
び
と
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
大

変
興
味
深
い
こ
と
で
す（

（1
（

。
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㈡
　
嵯
峨
天
皇
（
七
八
六
─
八
四
二
）

　

嵯
峨
天
皇
は
、
平
安
京
の
基
礎
を
固
め
、
政
治
的
社
会
的
安
定
期
を
導
い
た
と
と
も
に
、
宮
廷
を
中
心
に
漢
文
学
を
大
い
に
発
展
さ
せ
た
明
主

で
す
。
ま
た
、
空
海
・
橘
逸
勢
と
と
も
に
三
筆
と
称
さ
れ
る
能
書
家
で
も
あ
り
ま
し
た
。
次
の
詩
は
『
文
華
秀
麗
集
』
巻
頭
の
一
首
。
淀
川
の
ほ

と
り
の
河
陽
宮
で
の
春
の
朝
を
詠
ん
だ
も
の
で
す
。

　

江
頭
旾
曉　
　
　
　
　

江
頭
春
暁

江
頭
𠅘
子
㆟
叓
睽　
　

江
頭
の
亭
子　

人
事
睽そ
む

き

欹
枕
唯
聞
古
戌
鷄　
　

枕
を
欹そ
ば
だて　

唯
だ
聞
く　

古
戌
の
鷄

雲
氣
濕
衣
知
近
岫　
　

雲
気　

衣
を
湿
し
岫
の
近
き
を
知
る

泉
聲
驚
寢
覺
鄰
溪　
　

泉
声　

寝
を
驚
か
し
て　

溪
に
隣ち
か

き
を
覚
ゆ

天
邉
孤
⺼
乘
流
疾　
　

天
邉
の
孤
月　

流
れ
に
乗
じ
て
疾は
や

く

山
裏
飢
猨
到
曉
啼　
　

山
裏
の
飢
猿　

暁
に
到
る
ま
で
啼
く

物
候
雖
言
陽
和
未　
　

物
候　

陽
和
未
し
と
言
う
と
雖
も

汀
洲
春
草
慾
萋
萋　
　

汀
洲
の
春
草　

萋
萋
た
ら
ん
と
欲
す（

（1
（

川
沿
い
の
亭
で
の
ひ
と
時
は
俗
事
か
ら
放
た
れ
て
、
枕
を
欹
て
て
た
だ
古
関
の
鶏
鳴
を
聴
く
だ
け
で
あ
る
。
上
着
に
籠
っ
た
湿
気
の
多
さ
に

洞
穴
が
近
い
こ
と
を
感
じ
、
泉
の
音
に
眠
り
を
覚
ま
さ
れ
渓
流
沿
い
に
あ
る
身
を
感
じ
る
。
天
の
彼
方
に
ぽ
つ
ん
と
懸
る
月
の
光
が
疾
走
す

る
流
れ
に
浮
か
び
、
山
の
中
で
は
飢
え
た
猿
が
朝
ま
で
啼
き
続
け
る
。
時
節
の
風
物
は
ま
だ
春
の
陽
気
に
遠
い
と
は
い
え
、
汀
や
中
洲
の
春
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草
は
い
ま
に
も
伸
び
出
で
よ
う
と
待
ち
構
え
て
い
る
よ
う
だ
。

　

嵯
峨
天
皇
の
漢
詩
は
律
詩
の
規
則
に
か
な
い（

（1
（

、
形
式
を
整
え
な
が
ら
も
、
季
節
感
や
個
人
の
抒
情
を
巧
み
に
歌
い
上
げ
る
も
の
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

嵯
峨
天
皇
は
ま
た
、
遣
唐
使
と
し
て
唐
土
に
わ
た
り
、
多
く
の
仏
典
を
将
来
し
た
空
海
を
厚
く
待
遇
し
ま
し
た
。
次
の
詩
は
空
海
と
の
語
ら
い

に
時
間
を
忘
れ
、
別
れ
を
惜
し
む
情
を
歌
っ
て
い
ま
す
。

　

與
海
公
飮
茶
送
歸
山　
　

海
公
と
茶
を
飲
み
山
に
帰
る
を
送
る

衜
俗
相
分
經
數
年　
　

道
俗　

相
い
分
か
つ
こ
と
数
年
を
経
た
り

今
秋
晤
語
亦
良
緣　
　

今
秋　

晤
語
す
る
は
亦
た
良
縁

香
茶
酌
罷
日
云
暮　
　

香
茶　

酌
み
罷
え
て
日
云こ
こ
に
暮
る

𥡴
首
傷
離
望
雲
烟　
　

稽
首
し
て
離わ
か
れを
傷
み
雲
烟
を
望
む（

（1
（

仏
道
と
俗
世
と
に
住
み
分
け
る
こ
と
数
年
、
こ
の
秋
の
良
き
日
に
こ
う
し
て
向
か
い
合
っ
て
語
る
こ
と
の
で
き
る
の
は
実
に
良
縁
と
言
う
べ

き
か
。
香
り
高
い
お
茶
を
酌
み
終
る
こ
ろ
一
日
も
暮
れ
、
深
々
と
頭
を
垂
れ
て
別
れ
を
惜
し
み
つ
つ
、
雲
煙
の
彼
方
に
帰
り
ゆ
く
あ
な
た
を

私
は
見
送
る
の
だ
。

　

嵯
峨
天
皇
は
律
詩
・
絶
句
の
他
に
、
楽
府
も
の
こ
し
て
お
り
、
中
国
の
詩
歌
を
か
な
り
の
精
度
で
理
解
し
、
吸
収
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
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㈢
　
空
海
（
く
う
か
い
　
七
七
四
─
八
四
五
）

　

真
言
宗
の
開
祖
空
海
（
諡
は
弘
法
大
師
）
は
、
嵯
峨
天
皇
と
交
流
の
あ
っ
た
僧
で
、
平
安
前
期
を
代
表
す
る
文
化
人
で
す
。
儒
・
仏
・
道
三
教

の
う
ち
仏
教
の
優
位
を
説
い
た
『
三
教
指
帰
』、
六
朝
の
文
論
に
基
づ
く
作
詩
論
『
文
鏡
秘
府
論
』
な
ど
の
著
書
か
ら
は
、
中
国
文
化
に
対
す
る

深
い
理
解
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

次
の
詩
は
、
新
羅
か
ら
来
た
僧
侶
に
与
え
た
も
の
で
す
。

　

與
新
羅
衜
者
詩　
　
　

新
羅
の
道
者
に
與
ふ
る
詩

靑
丘
衜
者
忘
機
人　
　

青
丘
の
道
者　

忘
機
の
人

護
法
隨
緣
利
物
賓　
　

法
を
護
り　

縁
に
随
い
て　

物
を
利
す
る
の
賓

海
際
浮
盃
過
日
域　
　

海
際　

盃
を
浮
べ
て
日
域
に
過
り

持
囊
飛
錫
愛
梁
津　
　

囊
を
持
ち
錫
を
飛
ば
し
て
梁
津
を
愛
す

風
光
⺼
色
照
邉
寺　
　

風
光　

月
色　

邉
寺
を
照
ら
し

鶯
囀
楊
芲
發
暮
春　
　

鶯
は
囀
り
楊
花
は
暮
春
に
発
す

何
日
何
時
朝
魏
闕　
　

何
れ
の
日　

何
れ
の
時
に
か　

魏
闕
に
朝
し　

忘
言
傾
蓋
褰
𤇆
塵　
　

言
を
忘
れ
蓋
を
傾
け
て
煙
塵
を
褰
げ
ん（

（1
（

新
羅
の
青
丘
か
ら
や
っ
て
き
た
こ
の
道
者
は
世
間
の
小
賢
し
さ
か
ら
遠
い
人
、
法
を
護
り
仏
縁
に
随
っ
て
衆
生
を
助
け
る
の
だ
。
大
海
に
小

舟
を
浮
か
べ
て
日
本
に
渡
り
、
雑
嚢
を
持
ち
錫
杖
を
振
っ
て
津
々
浦
々
。
春
め
く
風
と
光
の
中
に
月
の
光
が
辺
鄙
な
寺
を
照
ら
し
、
鶯
は
囀
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り
ハ
コ
ヤ
ナ
ギ
が
白
い
糸
を
吹
く
暮
春
の
季
節
、
都
の
宮
殿
に
参
内
な
さ
る
の
は
い
っ
た
い
何
時
な
の
で
し
ょ
う
、
そ
の
時
に
は
言
葉
を
超

え
た
親
し
い
語
ら
い
の
中
に
胸
中
の
靄
を
晴
ら
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

江
村
北
海
に
「
仏
教
臭
く
て
詩
的
色
合
い
に
欠
け
る（

（1
（

」
と
批
判
さ
れ
る
空
海
の
漢
詩
は
、
し
か
し
随
所
に
中
国
古
典
か
ら
の
典
拠
を
ち
り
ば
め
た

教
養
の
幅
広
さ
を
示
す
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

㈣
　
菅
原
道
真
（
八
四
五
─
九
〇
三
）

　

菅
原
道
真
は
、
日
本
の
漢
詩
人
の
中
で
も
最
も
優
れ
た
詩
人
の
一
人
で
す
。
律
詩
・
古
詩
の
両
分
野
に
質
量
と
も
に
高
い
水
準
の
詩
を
残
し
た

平
安
朝
最
高
の
詩
人
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
文
章
博
士
を
世
襲
し
た
名
門
菅
原
家
の
出
身
な
が
ら
、
政
権
闘
争
の
中
で
九
州
大
宰
府
に
流
謫

さ
れ
、
そ
の
地
で
没
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
二
首
は
、
流
謫
の
地
、
大
宰
府
に
あ
っ
て
孤
独
の
日
々
を
送
る
苦
悩
と
憤
り
を
歌
い
、
ま
た

都
に
残
し
た
家
族
か
ら
の
手
紙
に
、
望
郷
の
念
と
家
族
へ
の
思
い
を
募
ら
せ
る
切
な
い
抒
情
に
あ
ふ
れ
る
も
の
で
す
。

　

不
出
門　
　
　
　
　
　

門
を
出
で
ず

㆒
從
謫
落
在
柴
門　
　

一
た
び
謫
落
せ
ら
れ
て
柴
門
に
在
り
て
よ
り

萬
死
兢
兢
跼
蹐
情　
　

万
死
兢
兢
た
り
跼
蹐
の
情

都
府
樓
纔
看
瓦
色　
　

都
府
楼
に
纔わ
ず
かに
瓦
色
を
看

觀
音
寺
只
聽
鐘
聲　
　

観
音
寺
に
只
だ
鐘
声
を
聴
く

中
懷
好
逐
孤
雲
去　
　

中
懐　

好
ん
で
孤
雲
を
逐
い
て
去
る
も

外
物
相
逢
滿
⺼
迎　
　

外
物　

相
い
逢
う
満
月
の
迎
う
る
に
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此
地
雖
身
無
檢
繫　
　

此
の
地　

身
は
検
繋
さ
る
る
こ
と
無
き
と
雖
も

何
爲
寸
步
出
門
行　
　

何
為
れ
ぞ　

寸
歩
も
門
を
出
て
行
か
ん
や（

（1
（

流
謫
の
身
に
な
り
あ
ば
ら
屋
の
住
人
に
な
っ
て
よ
り
こ
の
方
、
す
べ
て
が
命
を
脅
か
す
思
い
に
心
は
き
つ
く
結
ぼ
れ
る
。
都
府
楼
の
政
庁
も

瓦
を
見
る
ば
か
り
、
観
世
音
寺
の
鐘
も
音
を
聞
く
ば
か
り
。
我
が
心
は
ぽ
っ
か
り
と
浮
か
ぶ
雲
の
流
れ
去
る
の
を
追
い
か
け
る
ば
か
り
な
の

に
、
い
つ
の
ま
に
か
外
の
世
界
で
は
満
月
が
孤
独
な
私
を
迎
え
入
れ
る
よ
う
に
輝
く
。
こ
の
場
所
に
わ
が
身
を
拘
束
す
る
も
の
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
の
に
、
私
は
寸
歩
も
門
を
出
て
歩
む
気
に
は
な
れ
な
い
の
だ
。

　

讀
家
書　
　
　
　
　
　

家
書
を
読
む

消
息
寂
寥
三
⺼
餘　
　

消
息　

寂
寥
た
る
こ
と
三
月
余

便
風
吹
著
一
封
書　
　

便
風　

吹
き
て
著
く　

一
封
の
書

西
門
樹
被
人
移
去　
　

西
門
の
樹
は
人
に
移
去
せ
ら
れ

北
地
園
敎
客
寄
居　
　

北
地
の
園
は
客
を
し
て
寄
居
せ
し
む

紙
裹
生
薑
稱
藥
種　
　

紙
に
生
薑
を
裹
み
て
薬
種
と
称
し

竹
籠
昆
布
記
齋
儲　
　

竹
に
昆
布
を
籠
め
て
斎
儲
と
記
す

不
言
妻
子
飢
寒
苦　
　

妻
子
の
飢
寒
の
苦
を
言
わ
ざ
れ
ば

爲
是
還
愁
懊
惱
余　
　

是
が
為
に
還
り
て
愁
い　

余
を
懊
悩
せ
し
む（

（1
（

音
信
が
途
絶
え
て
寂
寥
た
る
思
い
の
三
カ
月
余
り
が
過
ぎ
た
頃
、
風
に
乗
っ
て
一
通
の
手
紙
が
届
け
ら
れ
た
。
我
が
家
の
西
門
の
樹
木
は
人
に
撤
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去
さ
れ
、
北
側
の
庭
園
は
他
人
が
住
ん
で
い
る
と
い
う
。
手
紙
の
他
に
紙
に
包
ん
だ
生
姜
は
薬
種
に
と
、
竹
に
籠
め
た
昆
布
は
斎
戒
の
糧
に
と
記

し
て
よ
こ
す
。
飢
え
や
寒
さ
の
苦
し
み
を
言
わ
な
い
妻
子
、
そ
れ
が
却
っ
て
辛
く
私
を
懊
悩
さ
せ
る
の
だ
。

　

道
真
の
詩
は
、
格
律
の
正
確
さ
や
語
意
の
豊
富
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
こ
に
現
れ
た
情
の
切
実
さ
に
お
い
て
他
を
寄
せ
付
け
な
い
孤
高
の

高
さ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
置
か
れ
た
状
況
の
深
刻
さ
の
み
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
悲
し
み
や
憤
り
を
載
せ
る
言
葉
の
緊
迫
感
の
背
景
に
、
現

実
と
そ
の
苦
悩
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
見
つ
め
歌
い
上
げ
る
力
を
持
っ
た
深
い
魂
が
あ
る
か
ら
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

㈤
　
義
堂
周
信
（
一
三
二
五
─
一
三
八
八
）

　

義
堂
周
信
は
、
南
北
朝
時
代
の
禅
僧
で
す
。
こ
の
時
代
は
五
山
文
学
と
い
っ
て
、
文
学
と
学
問
の
担
い
手
は
僧
侶
が
中
心
で
し
た
。
し
か
し
、

僧
侶
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
詩
は
極
め
て
艶
雅
で
あ
り
、
な
ま
め
い
た
感
性
と
鮮
明
な
叙
景
と
が
印
象
的
で
す
。

　

對
芲
懷
昔　
　
　
　
　

花
に
対
し
て
昔
を
懐
う

紛
紛
世
事
亂
如
蔴　
　

紛
紛
た
る
世
事　

乱
る
る
こ
と
麻
の
如
し

舊
恨
新
愁
只
自
嗟　
　

旧
き
恨
み　

新
し
き
愁
い　

只
だ
自
ら
嗟
く

春
夢
醒
來
人
不
見　
　

春
の
夢
の
醒
め
来
た
れ
ば
人
見
え
ず

暮
檐
雨
瀉
紫
荆
芲　
　

暮
檐　

雨
は
瀉そ
そ

ぐ　

紫
荊
の
花（

（1
（

世
の
中
の
出
来
事
は
紛
々
と
い
り
乱
れ
て
麻
の
よ
う
で
あ
る
。
古
い
恨
み
新
し
い
愁
い
、
あ
あ
嘆
く
よ
り
ほ
か
な
い
。
春
の
夢
か
ら
は
っ
と

目
覚
め
る
と
そ
の
人
は
い
な
い
。
夕
暮
れ
の
軒
先
か
ら
滴
る
雨
が
紫
荊
の
花
を
濡
ら
し
て
い
る
。
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㈥
　
上
杉
謙
信
（
一
五
三
〇
─
七
八
）・
武
田
信
玄
（
一
五
二
一
─
七
三
）

　

上
杉
謙
信
と
武
田
信
玄
は
戦
国
時
代
の
武
将
で
す
。
上
杉
謙
信
は
「
九
月
十
三
夜
」
の
一
首
で
戦
の
合
間
に
見
た
異
郷
の
満
月
の
風
流
を
歌

い
、
武
田
信
玄
は
「
旅
館
聴
鶯
」
の
一
首
で
、
春
の
な
ま
め
か
し
い
抒
情
を
歌
い
ま
す
。
こ
の
時
代
、
戦
国
の
世
を
戦
い
に
生
き
な
が
ら
、
仏
教

に
帰
依
し
学
問
を
修
め
、
風
雅
な
詩
文
を
も
の
し
た
武
将
た
ち
が
い
た
こ
と
は
、
大
変
重
要
で
す
。
文
と
武
と
の
双
方
に
秀
で
た
、
文
人
と
し
て

の
「
武
士
」
と
い
う
存
在
は
、
日
本
独
特
の
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

九
⺼
十
三
夜　
　
　
　

九
月
十
三
夜
（
上
杉
謙
信
）

霜
滿
軍
營
秋
氣
淸　
　

霜　

軍
営
に
満
ち
て　

秋
の
気
清
や
か
に　

數
行
過
鴈
⺼
三
更　
　

数
行
の
過
鴈　

月
三
更

越
山
併
得
能
州
景　
　

越
山
併
せ
得
た
り　

能
州
の
景

遮
莫
家
鄕
憶
遠
征　
　

遮
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ

莫　

家
郷
は
遠
征
を
憶
う
を（

（1
（

軍
営
い
っ
ぱ
い
に
霜
は
満
ち
秋
の
気
は
清
や
か
。
雁
の
群
れ
が
列
を
な
し
て
飛
ぶ
一
三
夜
月
の
夜
更
け
。
越
後
の
山
川
を
併
合
し
て
い
ま
能

登
の
風
景
を
眺
め
や
る
。
故
郷
で
遠
征
の
私
に
思
い
を
馳
せ
る
家
族
の
こ
と
も
今
は
し
ば
し
捨
て
置
こ
う
。

　

旅
舘
聽
鶯　
　
　
　
　

旅
館
に
て
鶯
を
聴
く
（
武
田
信
玄
）

空
山
綠
樹
雨
晴
辰　
　

空
山　

緑
樹　

雨
晴
れ
し
辰あ
さ

殘
⺼
杜
鵑
呼
夢
頻　
　

残
月　

杜
鵑　

夢
を
呼
ぶ
こ
と
頻
り
な
り
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旅
舘
一
聲
歸
思
切　
　

旅
館　

一
声　

帰
思
切
に
し
て

天
涯
瞻
戀
蜀
城
春　
　

天
涯　

瞻
恋
す　

蜀
城
の
春（

（2
（

人
気
の
な
い
山
に
緑
に
芽
吹
く
木
々
、
雨
上
り
の
朝
の
残
月
に
杜ほ
と
と
ぎ
す鵑の
鳴
き
声
が
頻
り
に
夢
へ
と
誘
う
。
旅
の
宿
で
そ
の
声
を
聴
け
ば
故
郷

へ
の
思
い
が
切
な
く
迫
る
。
蜀
の
国
に
帰
れ
ず
に
杜
鵑
に
な
っ
た
望
帝
の
よ
う
に
、
私
も
こ
の
天
涯
の
地
で
故
郷
の
春
を
恋
い
慕
う
。

㈦
　
大
田
錦
城
（
一
七
六
五
─
一
八
二
五
）

大
田
錦
城
は
江
戸
後
期
の
儒
者
で
す
。
京
都
で
皆
川
淇
園
に
、
江
戸
で
山
本
北
山
に
師
事
し
た
後
、
豊
橋
で
藩
校
時
習
館
の
創
設
に
当
た
っ
て
教

授
と
な
り
ま
し
た
。
秋
の
川
べ
り
の
光
景
を
歌
っ
た
「
秋
江
」
一
首
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

秋
江　
　
　
　
　
　
　

秋
江

蓼
芲
半
老
野
塘
秋　
　

蓼
花　

半
ば
老
い
た
り
野
塘
の
秋　

水
落
空
江
澹
不
流　
　

水
落
ち　

空
江　

澹
と
し
て
流
れ
ず

渡
口
漁
家
將
夕
照　
　

渡
口
の
漁
家　

将
に
夕
照

一
雙
白
鷺
護
虛
舟　
　

一
双
の
白
鷺　

虚
舟
を
護
る（

（2
（

荒
野
の
堤
沿
い
に
咲
い
た
蓼
の
花
も
半
ば
し
お
れ
た
秋
の
日
に
、
水
量
が
減
り
ぽ
っ
か
り
と
空
洞
に
な
っ
た
よ
う
な
川
の
水
は
静
か
に
た
ゆ

た
っ
て
流
れ
る
こ
と
も
な
い
。
渡
し
場
の
漁
師
の
住
家
に
い
ま
ま
さ
に
夕
映
え
が
射
し
、
一
双
の
白
鷺
が
カ
ラ
の
小
舟
を
見
つ
め
て
い
る
。
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江
戸
も
後
期
に
な
る
と
、
漢
詩
は
円
熟
期
に
入
り
、
風
景
や
心
情
の
描
写
に
洗
練
度
が
高
く
な
り
ま
す
。
こ
の
詩
は
、
日
本
的
感
性
と
漢
字
の

措
辞
が
独
自
の
抒
情
を
醸
し
出
す
印
象
的
な
景
物
詩
だ
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

㈧
　
釈
良
寛
（
一
七
五
八
─
一
八
三
一
）

　

釈
良
寛
は
、
江
戸
後
期
の
禅
僧
で
あ
り
俳
諧
人
で
あ
っ
た
人
で
す
。
十
八
歳
で
剃
髪
し
岡
山
の
玉
島
で
修
業
し
た
の
ち
、
故
郷
の
越
後
に
帰
り

ま
し
た
。
無
欲
恬
淡
な
性
格
で
、
生
涯
寺
を
持
た
ず
、
子
供
た
ち
の
童
心
を
愛
し
庶
民
に
寄
り
添
う
一
生
を
送
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
ま
す
。
良
寛

は
、
詩
に
敢
え
て
題
を
つ
け
ず
、
私
の
詩
は
詩
で
は
な
い
、
と
言
っ
た
り
、
漢
魏
詩
や
唐
詩
を
真
似
よ
う
と
す
る
形
式
主
義
者
を
揶
揄
す
る
詩
を

作
っ
た
り
、
子
供
と
遊
ん
で
暮
ら
す
一
日
の
長
閑
さ
を
う
た
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　
（
無
題
）

可
憐
好
丈
夫　
　

憐
む
可
し　

好
丈
夫

閒
居
好
題
詩　
　

間
居
し
て
題
詩
を
好
む

古
風
凝
漢
魏　
　

古
風
は
漢
魏
と
凝さ
だ

め

近
體
唐
作
師　
　

近
体
は
唐
を
師
と
作
す

斐
然
其
莫
章　
　

斐
然
と
し
て
其
れ
章
を
莫は
か

り

加
之
以
新
竒　
　

之
に
加
ゆ
る
に
新
奇
を
以
て
す

不
寫
心
中
物　
　

心
中
の
物
を
写
さ
ず

雖
多
復
何
爲　
　

多
し
と
雖
も
復
た
何
を
か
為
さ
ん（

（2
（
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か
わ
い
そ
う
に
立
派
な
大
人
た
ち
は
、
生
活
実
感
の
な
い
中
で
題
に
合
わ
せ
て
詩
を
詠
む
の
が
上
手
。
古
風
と
い
え
ば
漢
魏
を
模
擬
し
、
近

体
と
い
え
ば
唐
詩
を
師
と
す
る
。
美
し
く
文
飾
を
凝
ら
し
、
そ
れ
に
新
奇
さ
を
加
え
て
出
来
上
が
っ
た
詩
、
心
の
中
の
物
を
写
さ
な
い
そ
ん

な
詩
は
、
沢
山
作
っ
て
も
何
の
役
に
も
立
た
な
い
よ
。

　
（
無
題
）

日
日
日
日
又
日
日　
　

日
日　

日
日　

又
た
日
日

閒
伴
兒
童
送
此
身　
　

間
に
児
童
を
伴
い
て
此
の
身
を
送
る

袖
裏
毬
子
兩
三
箇　
　

袖
裏
の
毬
子
は
両
三
箇

無
能
飽
醉
太
平
春　
　

無
能
な
り
て
飽
酔
す　

太
平
の
春
を（

（2
（

毎
日
毎
日
そ
し
て
毎
日
、
何
を
す
る
と
も
な
く
子
供
た
ち
と
一
緒
に
わ
が
身
を
過
ご
す
。
袖
の
中
に
は
二
・
三
個
の
手
毬
、
無
能
で
あ
る
が

ゆ
え
に
こ
の
太
平
の
春
を
酔
う
ほ
ど
に
満
喫
で
き
る
の
だ
。

こ
れ
ら
の
漢
詩
と
同
時
に
、
良
寛
は
ま
た
同
じ
よ
う
な
胸
中
を
俳
句
に
も
歌
っ
て
い
ま
す
。

来
て
み
れ
ば　

わ
が
ふ
る
さ
と
は　

荒
れ
に
け
り　

庭
も
籬ま
が
きも　

落
ち
葉
の
み
し
て

霞
立
つ　

永
き
春
日
を　

子
ど
も
ら
と　

手
ま
り
つ
き
つ
つ　

こ
の
日
暮
ら
し
つ

飯
乞
ふ
と　

わ
が
来
し
か
ど
も　

春
の
野
に　

す
み
れ
摘
み
つ
つ　

時
を
経
に
け
り（

（2
（
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こ
れ
ら
の
俳
諧
と
漢
詩
と
を
並
べ
て
み
る
と
、
前
に
見
た
大
津
皇
子
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
良
寛
に
と
っ
て
は
詩
も
俳
諧
も
、
区
別
な
く
心
情

の
吐
露
と
し
て
存
在
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

㈨
　
乃
木
希
典
（
一
八
四
九
─
一
九
一
二
）

　

さ
て
、
近
代
に
な
っ
て
も
漢
詩
は
日
本
人
に
と
っ
て
正
統
な
抒
情
の
手
段
で
し
た
。
乃
木
希
典
は
明
治
の
軍
人
、
陸
軍
大
将
で
す
。
日
露
戦
争

で
旅
順
を
攻
略
し
戦
勝
に
貢
献
し
た
の
で
す
が
、
明
治
天
皇
の
崩
御
の
際
、
夫
人
と
と
も
に
殉
死
し
ま
し
た
。
乃
木
の
生
き
様
は
、
明
治
と
い
う

時
代
の
一
つ
の
象
徴
だ
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
「
金
州
城
下
作
」
は
、
日
露
戦
争
の
中
で
も
最
大
の
決
選
で
あ
っ
た
南
山
の
激
戦
地
の
跡
を
弔
問
し
た
際
の
作
。
乃
木
は
こ
の
戦
闘
で
長
男
を

失
っ
て
い
ま
し
た
。

　

金
州
城
下
作　
　
　
　

金
州
城
下
の
作

山
川
草
木
轉
荒
涼　
　

山
川　

草
木　

転う
た

た
荒
涼

十
里
風
腥
新
戰
場　
　

十
里　

風
腥
な
ま
ぐ
さし　

新
戦
場

征
馬
不
前
人
不
語　
　

征
馬　

前す
す

ま
ず　

人
語
ら
ず

金
州
城
外
立
斜
陽　
　

金
州
場
外　

斜
陽
に
立
つ（

（2
（

山
も
川
も
草
も
木
も
、
す
べ
て
が
い
よ
い
よ
荒
涼
と
ひ
ろ
が
り
、
血
な
ま
ぐ
さ
い
風
が
こ
の
新
戦
場
の
十
里
に
吹
き
渡
る
。
馬
は
進
ま
ず
人

は
語
ら
ず
、
金
州
の
城
外
に
夕
日
に
照
ら
さ
れ
な
が
ら
私
は
佇
む
ば
か
り
で
あ
る
。
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風
景
と
抒
情
と
が
融
合
し
た
日
本
的
抒
情
詩
の
一
つ
の
ス
タ
イ
ル
が
こ
こ
に
は
あ
り
ま
す
。

㈩
　
夏
目
漱
石
（
一
八
六
七
─
一
九
一
六
）

　

最
後
に
夏
目
漱
石
を
取
り
上
げ
て
、
日
本
漢
詩
の
特
性
に
つ
い
て
ま
と
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
夏
目
漱
石
は
、
明
治
・
大
正
期
の
作
家
で
す
。

二
松
学
舎
で
漢
籍
を
、
成
立
学
舎
で
英
文
を
学
び
東
京
帝
大
の
英
文
科
を
出
た
後
、
英
語
の
教
員
と
な
り
ま
し
た
。
英
国
に
留
学
、
帰
国
後
東
大

で
文
学
論
を
講
義
、
の
ち
作
家
と
し
て
多
く
の
近
代
小
説
を
残
し
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
す
。

　

そ
の
漱
石
が
、
修
善
寺
で
大
病
を
患
い
、
九
死
に
一
生
を
得
て
回
復
し
た
時
に
、
一
連
の
無
題
の
詩
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
（
無
題
）
明
治
四
十
三
年
九
月
二
十
日（

（2
（

秋
風
鳴
万
木　
　

秋
風
は
万
木
を
鳴
ら
し

山
雨
撼
高
樓　
　

山
雨
は
高
楼
を
撼ゆ
る

が
す

病
骨
稜
如
劍　
　

病
骨　

稜
と
し
て
剣
の
如
く

一
燈
靑
欲
愁　
　

一
燈　

青
く
し
て　

愁
わ
ん
と
欲
す

秋
風
が
万
を
か
ぞ
え
る
木
々
を
鳴
ら
し
、
山
に
降
る
雨
は
こ
の
高
楼
を
ゆ
さ
ゆ
さ
と
揺
さ
ぶ
る
。
病
に
痩
せ
た
体
か
ら
突
き
出
た
骨
は
ま
る

で
剣
の
よ
う
に
尖
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
私
を
照
ら
す
ひ
と
ひ
ら
の
灯
は
、
愁
わ
ん
ば
か
り
の
青
い
光
を
放
っ
て
い
る
。

　
（
無
題
）
明
治
四
十
三
年
九
月
二
十
五
日
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風
流
人
未
死　
　

風
流　

人
未
だ
死
せ
ず

病
裡
領
清
閑　
　

病
裡　

清
閑
を
領
す

日
日
山
中
事　
　

日
日　

山
中
の
事

朝
朝
見
碧
山　
　

朝
朝　

碧
山
を
見
る

風
流
な
こ
と
だ
、
私
は
ま
だ
死
な
ず
に
、
病
の
お
か
げ
で
こ
こ
ろ
静
か
な
時
間
を
手
に
入
れ
て
い
る
。
毎
日
毎
日
、
山
に
囲
ま
れ
て
過
ご
し

つ
つ
、
毎
朝
毎
朝
、
碧
に
か
が
や
く
山
を
見
る
の
だ
。

　

漱
石
は
近
代
的
感
性
を
漢
詩
の
格
律
に
の
せ
、
独
特
の
世
界
を
描
き
ま
す
。
修
善
寺
で
の
「
無
題
」
詩
作
は
そ
の
代
表
で
す
。
で
は
漱
石
に

と
っ
て
、
こ
こ
で
言
う
「
風
流
」
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
境
地
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
風
流
を
漢
詩
に
詠
む
と
い
う
こ

と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
問
題
は
、
日
本
人
の
漢
詩
作
成
の
特
性
を
最
も
よ
く
物
語
る
テ
ー
マ
だ
と
思
う
の

で
、
次
に
項
目
を
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

五
　
日
本
漢
詩
の
抒
情
性
に
つ
い
て

　

漱
石
自
身
は
「
風
流
」
と
詩
作
に
つ
い
て
、『
思
ひ
出
す
事
な
ど（

（2
（

』
と
い
う
回
想
の
中
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。

所
が
病
気
を
す
る
と
大
分
趣
が
違
っ
て
来
る
。
病
気
の
時
に
は
自
分
が
一
歩
現
実
の
世
を
離
れ
た
気
に
な
る
。
他ひ
と

も
自
分
を
一
歩
社
会
か
ら

遠
ざ
か
っ
た
様
に
大
目
に
見
て
呉
れ
る
。
此こ
ち
ら方

に
は
一
人
前
働
か
な
く
て
も
済
む
と
い
う
安
心
が
出
来
、
向
ふ
に
も
一
人
前
と
し
て
取
り
扱
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う
の
が
気
の
毒
が
と
い
う
遠
慮
が
あ
る
。
そ
う
し
て
健
康
の
時
に
は
と
て
も
望
め
な
い
長の

ど閑
か
な
春
が
其そ
の
あ
い
だ間か

ら
湧
い
て
出
る
。
此こ
の

安
ら
か

な
心
が
即
ち
わ
が
句
、
わ
が
詩
で
あ
る
。
従
つ
て
、
出
来
栄ば

の
如
何
は
先
づ
措
い
て
、
出
来
た
も
の
を
太
平
の
記
念
と
見
る
当
人
に
は
そ
れ

が
ど
の
位
貴
い
か
分
ら
な
い
。
病
中
に
得
た
句
と
詩
は
、
退
屈
を
紛
ら
す
た
め
、
閑
に
強
ひ
ら
れ
た
仕
事
で
は
な
い
。
実
生
活
の
圧
迫
を
逃

れ
た
わ
が
心
が
、
本
来
の
自
由
に
跳
ね
返
つ
て
、
む
つ
ち
り
と
し
た
余
裕
を
得
た
時
、
油
然
と
漲
ぎ
り
浮
か
ん
だ
天
来
の
彩
紋
で
あ
る
。
吾

と
も
な
く
興
の
起
こ
る
の
が
既
に
嬉
し
い
、
其そ
の

興
を
捉
へ
て
横
に
咬
み
竪
に
砕
い
て
、
之
を
句
な
り
詩
な
り
に
仕
立
上
る
順
序
過
程
が
又
嬉

し
い
。

こ
こ
で
漱
石
は
自
分
の
漢
詩
は
、
実
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
た
心
の
本
来
の
在
り
様
、
安
ら
か
な
心
境
か
ら
生
ま
れ
た
「
天
来
の
彩
紋
」
だ
と
言
い

ま
す
。
そ
し
て
、
自
然
に
浮
か
ん
だ
興
趣
を
漢
詩
と
い
う
形
式
に
仕
立
て
上
げ
る
詩
作
の
経
緯
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

続
け
て
、
漢
詩
の
格
律
を
整
え
る
こ
と
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
も
述
べ
ま
す
。

余
の
如
き
平
仄
も
よ
く
弁わ
き
まへ

ず
、
韻
脚
も
う
ろ
覚
え
に
し
か
覚
え
て
ゐ
な
い
も
の
が
何
を
苦
し
ん
で
、
支
那
人
に
丈だ
け

し
か
利き
き

目め

の
な
い
工
夫

を
敢
て
し
た
か
と
云
ふ
と
、
実
は
自
分
に
も
分
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
（
平
仄
韻
字
は
偖さ
て

置お

い
て
）、
詩
の
趣
は
王
朝
以
後
の
伝
習
で
久
し
く

日
本
化
さ
れ
て
今
日
に
至
つ
た
も
の
だ
か
ら
、
吾
々
位
の
年
輩
の
日
本
人
の
頭
か
ら
は
、
容
易
に
こ
れ
を
奪
い
去
る
事
が
出
来
な
い
。
余
は

平
生
事
に
追
わ
れ
て
簡
易
な
俳
句
す
ら
作
ら
な
い
。
詩
と
な
る
と
億
劫
で
猶
手
を
下
さ
な
い
。
た
ゞ
斯
様
に
現
実
界
を
遠
く
に
見
て
、
杳は
る
かな

心
に
些す
こ
しの
蟠
わ
だ
か
まり
の
な
い
と
き
丈だ
け

、
句
も
自
然
と
湧
き
、
詩
も
興
に
乗
じ
て
種
々
な
形
の
も
と
に
浮
ん
で
く
る
。
さ
う
し
て
後
か
ら
顧
み
る

と
、
夫そ
れ

が
自
分
の
生
涯
の
中
で
一
番
幸
福
な
時
期
な
の
で
あ
る
。
風
流
を
盛
る
べ
き
器
が
、
無
作
法
な
十
七
字
と
、
詰
屈
な
漢
字
以
外
に
日

本
で
発
明
さ
れ
た
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
左
も
な
け
れ
ば
、
余
は
斯
か
る
時
、
斯
か
る
場
合
に
臨
ん
で
、
何
時
で
も
其
無
作
法
と
其
詰
屈
と
を
忍

ん
で
、
風
流
を
這し
ゃ
り裏

に
楽
し
ん
で
悔
い
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
日
本
に
他
の
恰
好
な
詩
形
の
な
い
の
を
憾
み
と
は
決
し
て
思
わ
な
い
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も
の
で
あ
る
。

　

平
仄
韻
字
を
整
え
る
事
は
日
本
人
に
と
っ
て
は
決
し
て
容
易
な
作
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
漢
詩
と
言
う
形
態

は
、
王
朝
以
来
日
本
人
に
と
っ
て
体
に
染
み
込
ん
だ
伝
統
的
な
形
態
で
あ
っ
た
と
漱
石
は
言
い
ま
す
。

こ
れ
は
江
村
北
海
が
、
日
本
の
漢
詩
人
の
作
品
を
詩
史
と
言
う
形
で
ま
と
め
た
書
物
に
、
日
本
漢
詩
と
題
せ
ず
に
、『
日
本
詩
史
』
と
名
付
け
た

こ
と
と
も
共
通
し
ま
す
。
日
本
人
の
詩
と
言
う
と
き
、
そ
れ
は
「
日
本
漢
詩
」
と
言
わ
な
く
て
も
漢
詩
を
指
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
言
い
換
え

れ
ば
、
日
本
人
に
と
っ
て
、
詩
と
は
漢
詩
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
漱
石
が
俳
句
・
和
歌
と
漢
詩
、
あ
る
い
は
小
説
と
漢
詩
と
を
並
行
し
て
謡
っ
て
い
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
漱
石
は
、
良
寛
の
俳
諧
に
詩

境
を
得
た
漢
詩
を
書
い
た
り
、
晩
年
に
は
小
説
「
明
暗
」
を
執
筆
し
な
が
ら
、
同
時
並
行
的
に
多
く
の
漢
詩
を
書
い
た
り
し
ま
し
た
。
特
に
「
明

暗
」
執
筆
中
は
、
午
前
中
に
小
説
を
書
く
中
で
心
に
ま
と
わ
り
つ
い
た
現
実
世
界
の
醜
悪
さ
を
洗
い
流
す
よ
う
に
、
午
後
の
ひ
と
時
を
漢
詩
の
作

成
に
当
て
て
い
た
と
言
い
ま
す
。

　

中
国
文
学
に
お
い
て
詩
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
は
、
文
学
の
正
統
で
あ
る
と
同
時
に
、
ま
た
そ
う
で
あ
る
が
故
に
、
現
実
社
会
と
の
か
か
わ
り
を
求

め
、
社
会
的
価
値
や
効
用
に
正
面
か
ら
向
か
い
合
う
も
の
で
し
た
。
詩
は
志
で
あ
り
、
現
実
参
加
の
意
思
を
強
く
求
め
る
も
の
だ
っ
た
と
言
っ
て

よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
近
代
的
意
味
で
の
抒
情
詩
と
は
異
質
の
表
現
形
態
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
抒
情
的
な
も
の
、
個
人
の

ナ
イ
ー
ブ
な
内
面
や
美
し
い
情
景
と
そ
こ
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
る
内
心
の
情
感
を
詠
う
詩
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
士
大
夫
の
表
現
の
在
り
様
と

し
て
、
抒
情
に
傾
く
詩
歌
は
「
詩
」
で
は
な
く
「
楽
府
」
や
「
詞
」
な
ど
と
い
っ
た
他
ジ
ャ
ン
ル
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
が
実
情
で

す
。
詩
と
い
う
表
現
形
態
は
、
あ
く
ま
で
も
現
実
性
・
社
会
性
を
求
め
る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
日
本
漢
詩
の
場
合
は
、
こ
の
よ
う
な
詩
が
文
学
の
正
統
、
士
大
夫
の
意
思
表
明
と
い
っ
た
よ
う
な
使
命
感
か
ら
は
完
全
に
解
放
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
ま
ず
第
一
義
的
に
抒
情
性
に
重
き
を
置
く
感
情
発
露
の
手
段
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
大
津
皇
子
や
良
寛
、
そ
し
て
夏
目
漱
石
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が
漢
詩
と
歌
や
俳
諧
を
同
じ
境
地
か
ら
詠
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
最
も
伺
え
ま
す
。

　

士
大
夫
的
正
統
性
を
持
つ
詩
と
抒
情
的
な
詩
と
い
う
二
つ
の
ス
タ
ン
ス
の
異
な
る
詩
に
つ
い
て
、
小
島
憲
之
は
そ
れ
を
「
公
的
な
る
詩
」
と

「
心う
ち

な
る
詩
」
と
い
う
呼
び
方
で
区
別
し
ま
す（

（2
（

。「
近
江
朝
前
後
の
文
学
」
に
お
い
て
小
島
は
、
日
本
に
お
け
る
近
江
朝
の
文
学
が
、『
文
選
』
を

中
心
と
し
た
中
国
の
正
統
派
の
詩
文
の
影
響
を
う
け
な
が
ら
も
、
そ
こ
に
「
述
懐
」
を
題
に
掲
げ
る
「
心
の
う
ち
」
を
述
べ
る
詩
が
多
く
存
在
す

る
こ
と
を
指
摘
し
ま
す
。

　

こ
の
小
島
の
指
摘
を
中
国
文
学
の
詩
歌
史
と
の
関
連
の
中
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
中
国
詩
歌
の
歴
史
に
お
い
て
、「
述
懐
」
す
な
わ
ち
心
の

う
ち
を
詠
む
詩
は
決
し
て
正
統
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
詩
の
あ
る
一
分
野
と
し
て
六
朝
末
期
く
ら
い
か
ら
意
識
さ
れ
、
初
唐

の
魏
徴
の
「
述
懐
」
を
待
っ
て
定
着
し
て
い
き
ま
す（

（2
（

。
し
か
し
そ
れ
は
初
唐
、
そ
れ
も
太
宗
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
の
持
っ
た
一
時
的
な
傾
向

で
あ
り
、
決
し
て
中
国
詩
歌
の
主
流
と
は
い
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
一
時
的
な
傾
向
と
い
え
ば
、
も
う
一
つ
初
唐
の
詩
歌
の
特
徴
と
し
て
、

南
朝
末
期
に
流
行
し
た
歌
行
体
、
宮
体
詩
・
艶
詩
と
呼
ば
れ
た
抒
情
性
の
強
い
艶
麗
な
詩
体
の
継
承
が
あ
り
ま
す
。
初
唐
の
四
傑
、
特
に
駱
賓

王
・
盧
照
鄰
・
劉
希
夷
に
代
表
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
七
言
歌
行
（「
長
安
古
意
」「
代
白
頭
吟
」
な
ど
の
作
品
）
は
、
主
観
の
強
さ
と
濃
厚
な
抒
情
性

に
お
い
て
、
六
朝
か
ら
唐
朝
に
至
る
詩
の
展
開
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
ち
ら
も
「
述
懐
」
同
様
、
中
国
の

詩
歌
の
歴
史
の
中
で
は
一
時
的
な
も
の
で
あ
り
、
詩
の
正
統
に
は
な
り
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

翻
っ
て
日
本
の
漢
詩
を
見
て
み
る
と
、
漢
詩
作
成
の
黎
明
期
で
あ
る
近
江
朝
の
詩
は
、
こ
の
よ
う
な
初
唐
の
詩
歌
の
影
響
を
極
め
て
濃
厚
に
受

け
て
い
ま
す
。「
述
懐
」
詩
の
多
作
、
七
言
歌
行
か
ら
の
語
彙
の
摂
取
、
そ
し
て
歌
行
体
独
特
の
修
辞
技
法
の
模
倣
な
ど
、
中
国
に
お
い
て
は
正

統
に
な
ら
な
か
っ
た
初
唐
詩
の
特
徴
が
、
日
本
に
お
い
て
は
詩
の
歴
史
の
最
初
の
段
階
で
し
っ
か
り
と
受
け
継
が
れ
、
そ
し
て
詩
の
正
統
と
な
っ

て
い
る
の
で
す（

（3
（

。

　

日
本
漢
詩
の
抒
情
性
に
つ
い
て
は
、
単
純
に
こ
の
よ
う
な
初
唐
詩
の
影
響
だ
け
だ
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
む
し
ろ
日
本
的
抒
情
や

詩
歌
に
対
す
る
意
識
そ
の
も
の
の
違
い
に
拠
る
も
の
だ
と
考
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
中
国
に
お
い
て
根
付
か
な
か
っ
た
濃
厚
な
抒
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情
性
が
、
日
本
の
漢
詩
の
中
に
は
初
期
段
階
か
ら
定
着
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
漢
詩
は
日
本
人
に
と
っ
て
正
統
な
表
現
形
式
と
し
て
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
中
国
の
詩
と
は
異
な
る
特
質
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

歌
や
俳
諧
や
小
説
と
い
っ
た
他
ジ
ャ
ン
ル
と
の
融
合
を
可
能
に
す
る
独
特
の
抒
情
性
を
持
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。
日
本
漢
詩
が
中
国
文
化
の
影
響

を
強
く
受
け
な
が
ら
も
、
日
本
と
い
う
風
土
で
熟
成
さ
れ
た
日
本
的
文
化
の
一
形
態
と
し
て
考
え
る
べ
き
も
の
な
の
だ
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
漢

詩
に
お
け
る
日
本
的
抒
情
性
と
い
う
特
質
か
ら
も
明
ら
か
だ
と
考
え
ま
す
。

注（
１
）　

猪
口
篤
志
『
日
本
漢
詩
』 

明
治
書
院　

新
釈
漢
文
大
系　

昭
和
四
七
年
初
版
。

（
２
）　

富
士
川
英
郎
『
江
戸
後
期
の
詩
人
た
ち
』
筑
摩
叢
書
二
〇
八　

筑
摩
書
房　

一
九
七
三
年
。

（
３
）　
「
漢
学
」
の
語
義
に
つ
い
て
は
『
明
治
時
代
史
大
事
典
』（
吉
川
弘
文
堂　

二
〇
一
一
年
）
の
「
漢
学
」
項
（
戸
川
芳
郎
）
に
詳
し
い
。
戸
川
に
よ
れ
ば
、「
漢

学
」
と
い
う
言
葉
は
明
治
に
な
っ
て
「
国
学
」
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
生
ま
れ
た
非
常
に
思
想
性
の
強
い
概
念
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
で
は
一
般

に
、
近
代
以
前
に
日
本
人
が
吸
収
し
た
中
国
文
化
全
般
と
そ
の
学
問
を
漢
学
と
呼
ぶ
。

（
４
）　

富
士
川
英
郎
『
江
戸
後
期
の
詩
人
た
ち
』（
注
２
）
参
照
。

（
５
）　
『
日
本
書
紀
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
68　

岩
波
書
店　

昭
和
四
〇
年
）
巻
三
十　

持
統
天
皇
の
項
。

（
６
）　
『
懐
風
藻
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
69　

岩
波
書
店　

昭
和
三
九
年
）
に
拠
る
。
た
だ
し
訓
読
お
よ
び
訳
は
筆
者
。
第
四
句
「
此
夕
誰
家
向
」
は
『
懐
風
藻
』
で

は
「
此
夕
離
家
向
」
に
作
る
が
、
一
本
に
「
誰
」
に
作
る
も
の
に
拠
る
。

（
７
）　

陳
叔
宝
「
鼓
声
催
命
短　

日
光
向
西
斜　

黄
泉
無
客
主　

今
夜
向
誰
家
」。
こ
の
詩
は
釈
智
光
撰
『
浄
名
玄
論
略
述
』
に
引
用
さ
れ
る
。

（
８
）　

小
島
憲
之
「
近
江
朝
前
後
の
文
学　

そ
の
二
─
─
大
津
皇
子
の
臨
終
詩
を
中
心
と
し
て
─
─
」（『
万
葉
以
前
─
─
上
代
び
と
の
表
現
─
─
』
岩
波
書
店
一
九
八

六
年
）
ほ
か
、
金
文
京
「
黄
泉
の
宿
」（『
興
膳
教
授
退
官
記
念
中
国
文
学
論
集
』
二
〇
〇
〇
年　

汲
古
書
店
）
な
ど
。

（
９
）　
『
万
葉
集
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
４　

岩
波
書
店　

昭
和
三
二
年
）

（
10
）　

大
津
皇
子
の
こ
の
臨
終
詩
と
『
万
葉
集
』
所
収
の
歌
に
つ
い
て
は
、
共
に
偽
作
説
が
あ
る
。
悲
劇
の
物
語
が
語
り
継
が
れ
る
中
で
そ
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
歌

を
伴
う
こ
と
は
、『
史
記
』
な
ど
に
も
多
く
み
ら
れ
、
皇
子
の
歌
も
そ
の
悲
劇
的
最
後
を
伝
え
る
物
語
の
中
で
仮
託
さ
れ
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
同
じ
背
景
の
も
と
で
歌
と
同
時
に
詩
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
点
は
中
国
と
同
じ
で
は
な
い
。
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（
11
）　

詩
の
原
文
は
『
文
華
秀
麗
集
』
巻
上
（
日
本
古
典
文
学
大
系
69　

岩
波
書
店　

昭
和
三
九
年
）
に
拠
る
。
但
し
、
書
き
下
し
と
解
釈
は
該
書
に
は
従
わ
な
い
。

（
12
）　

嵯
峨
天
皇
の
詩
に
お
け
る
平
仄
の
遺
漏
の
無
さ
に
つ
い
て
は
、
興
膳
宏
『
古
代
漢
詩
選
』（
研
文
出
版　

日
本
漢
詩
人
選
集　

別
巻　

二
〇
〇
五
年
）
第
三
章

「
嵯
峨
天
皇
」
の
項
に
詳
し
い
。

（
13
）　
『
経
国
集
』
巻
十
（
覆
刻　

日
本
古
典
全
集
『
懐
風
藻
・
凌
雲
集
・
文
華
秀
麗
集
・
経
国
集
・
本
朝
麗
藻
』）（
現
代
思
潮
社　

昭
和
五
十
七
年
）

（
14
）　
『
性
霊
集
』
巻
三
（
日
本
古
典
文
学
大
系
71　

岩
波
書
店　

昭
和
四
〇
年
）
に
拠
る
。

（
15
）
江
村
北
海
『
日
本
詩
史
』（『
詞
華
集
日
本
楽
府
』
巻
二
所
収　

昭
和
五
八
年　

汲
古
書
院
）
で
は
「
率
讃
仏
喩
法
之
言
、
非
詩
家
本
色
（
率
ね
讃
仏
喩
法
の
言

に
し
て
。
詩
家
の
本
色
に
非
ず
）」
と
評
さ
れ
る
。

（
16
）　

原
文
は
『
菅
家
後
集
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
72　

岩
波
書
店　

昭
和
四
一
年
）
に
拠
る
。
訓
読
と
解
釈
は
筆
者
。

（
17
）　

注
一
六
に
同
じ
。

（
18
）　
『
空
華
集
』
巻
第
二
「
奉
左
武
衛
命
三
詠
時
同
故
令
叔
大
休
寺
殿
、
其
二
」（
上
村
観
光
編
『
五
山
文
学
全
集
』
第
二
巻　

五
山
文
学
刊
行
会　

昭
和
十
一
年
）

に
拠
る
。

（
19
）　

菅
野
軍
次
郎
『
日
本
漢
詩
史
』（
大
東
出
版
社　

昭
和
十
六
年
）
に
拠
る
。

（
20
）　

注
十
九
に
同
じ
。

（
21
）　

猪
口
篤
志
『
日
本
漢
詩
』
上
（
注
一
参
照
）
に
拠
る
。

（
22
）　

内
山
知
也
他
編
『
定
本
良
寛
全
集
』
第
一
集　

詩
集
（
中
央
公
論
新
社　

二
〇
〇
六
年
）
に
拠
る
。

（
23
）　

注
二
十
二
に
同
じ
。

（
24
）　

内
山
知
也
他
編
『
定
本
良
寛
全
集
』
第
二
集　

歌
集
（
中
央
公
論
新
社　

二
〇
〇
六
年
）
に
拠
る
。

（
25
）　

注
二
十
一
に
同
じ
。

（
26
）　

引
用
の
「
無
題
」
二
首
の
原
文
は
『
漱
石
全
集
』
第
一
八
巻
（
岩
波
書
店　

一
九
九
五
年
）
に
拠
る
。

（
27
）　
『
漱
石
全
集
』
第
一
二
巻
（
岩
波
書
店　

一
九
九
四
年
）。

（
28
）　

小
島
憲
之
「
近
江
朝
前
後
の
文
学　

そ
の
一
─
─
詩
と
歌
─
─
」（『
万
葉
以
前
─
─
上
代
び
と
の
表
現
─
─
』
岩
波
書
店
一
九
八
六
年
）。

（
29
）　

い
わ
ゆ
る
「
述
懐
」
の
詩
は
、『
文
選
』
の
詩
の
ジ
ャ
ン
ル
の
中
に
「
詠
懐
」
と
い
う
項
目
で
分
類
さ
れ
、
そ
こ
に
は
阮
籍
「
詠
懐
」・
謝
恵
連
「
秋
懐
」・
欧

陽
堅
石
「
臨
終
詩
」
の
三
首
を
収
め
る
。
詩
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
さ
ら
に
項
目
別
に
分
類
し
た
一
項
目
に
「
詠
懐
」
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
詩
と
は
本
来
心
の

う
ち
を
詠
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

（
30
）　

上
代
後
期
の
詩
文
が
初
唐
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
と
い
う
指
摘
は
、
柿
村
重
松
『
上
代
日
本
漢
文
学
史
』（
日
本
書
院
、
昭
和
二
二
年
）
に
見
ら
れ
る
。

　
【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　
　

・
日
本
漢
詩　

・
漢
学　

・
夏
目
漱
石　

・
文
選　

・
初
唐


